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第
５
福
竜
丸
の
被
爆
事

件
を
機
に
「
ノ
ー
モ
ア
・
広

島
ノ
ー
モ
ア
・
長
崎
」
を
誓

っ
て
始
ま
っ
た
国
民
平
和

行
進
は
、
今
年
で
５０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
す
べ
て
の
都

道
府
県
と
７
割
を
こ
え
る

自
治
体
を
通
過
し
、
毎
年
世

界
原
水
爆
禁
止
大
会
に
む

け
１０
万
人
以
上
が
参
加
す

る
国
民
的
な
行
進
と
な
っ

て
い
ま
す
。

交
野
市
の
行
進
は
７
月
５

日
の
午
後
か
ら
、
寝
屋
川
東

部
公
園
（
坂
野
・
さ
ら
が
い

議
員
が
参
加
）
で
大
東
市
か

ら
受
け
継
ぎ
、
交
野
市
役
所

（
中
上
議
員
が
参
加
）
で
の

集
会
後
に
枚
方
市
に
む
け
出

発
し
ま
し
た
。
沿
道
の
ベ
ラ

ン
ダ
や
車
か
ら
は
、
平
和
を

願
っ
て
手
を
振
る
姿
も
あ
り

ま
し
た
。

世
界
で
は
今
な
お
、
２
万

７
千
発
も
の
核
兵
器
が
貯
蔵

配
備
さ
れ
人
類
の
生
存
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
原
爆
投
下
と
い

う
悲
痛
な
経
験
を
し
た
国
と

し
て
、
ま
た
、
平
和
憲
法
９

条
を
持
つ
国
と
し
て
、
核
兵

器
廃
絶
に
む
け
た
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
す
。
海
外
派
兵

の
恒
久
化
や
憲
法
９
条
改
悪

を
許
さ
ず
、
非
核
平
和
な
日

本
を
築
い
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

【
質
問
】
現
在
、
市
は
下
水
道
の

維
持
管
理
費
の
１
０
０
％
と
、
公

債
費
（
下
水
道
建
設
の
借
金
返
済

分
）
の
６０
％
を
使
用
料
と
し
て
徴

収
し
て
い
る
。
市
は
、
今
回
の
値

上
げ
で
、
さ
ら
に
公
債
費
の
９０
％

を
使
用
料
で
ま
か
な
う
計
画
で

あ
る
。
下
水
道
の
建
設
と
い
う
基

盤
整
備
は
、
税
金
で
行
う
の
が
当

然
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
。

【
答
弁
】
受
益
者
負
担
の
原
則
か

ら
、
使
用
者
に
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
意
見
】
下
水
道
は
、
い
ま
９３
％

ま
で
普
及
し
て
お
り
、
環
境
や
安

全
衛
生
上
も
重
要
な
公
共
設
備

で
あ
る
。
下
水
道
建
設
の
借
金
返

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
下
水
道
使
用
料

１１.４
％
値
上
げ
案
に
つ
き
、

７
月
８
日
の
都
市
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
で
２
回
目
の
審
議
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、「
市
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
と
き
に
値

上
げ
す
べ
き
で
な
い
」
と
値
上
げ
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。
引
き
続
き

７
月
３０
日
の
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
（
傍
聴
で
き
ま
す
）。

済
分
ま
で
、
こ
れ
以
上
使
用
料
に

転
嫁
す
べ
き
で
な
い
。

下
水
道
建
設
の
借
金
返
済
ま
で

使
用
料
に
転
嫁
す
べ
き
で
な
い

【
意
見
】
増
収
分
を
上
積
み
し
て

も
、
年
間
４
億
４
千
万
円
程
度

で
、
こ
れ
ま
で
の
繰
入
額
と
同
程

度
か
そ
れ
よ
り
低
い
額
で
あ
る
。

今
後
繰
入
金
を
削
減
す
る
こ
と

な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
程
度
の
繰

入
を
お
こ
な
え
ば
、
使
用
料
を
値

上
げ
す
る
必
要
は
な
い
。

日
本
共
産
党
は
こ
の
他
、
下
水

道
使
用
料
の
減
免
制
度
を
つ
く

る
こ
と
、
中
小
企
業
等
に
不
利
な

料
金
体
系
の
見
直
し
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

市
民
か
ら
、
値
上
げ
の
中
止
を

求
め
る
署
名
５
８
９
２
人
分
が

提
出
さ
れ
る
中
、
委
員
会
で
は
、

他
会
派
か
ら
「
値
上
げ
の
率
を
た

と
え
ば
９
％
程
度
に
抑
え
ら
れ

な
い
か
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、

引
き
続
き
７
月
３０
日
（
１０
時
か

ら
）
の
委
員
会
で
審
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

は
、
ひ
き
つ
づ
き
値
上
げ
の
中
止

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

繰
入
金
の
削
減
を
や
め
れ
ば
、

使
用
料
を
上
げ
る
必
要
な
い

【
質
問
】
市
は
最
近
の
５
年
間
で

も
、
一
般
会
計
か
ら
下
水
道
会
計

に
４
億
１
千
万
か
ら
７
億
２
千

万
円
を
繰
り
入
れ
て
、
公
債
費
や

赤
字
の
補
て
ん
を
し
て
き
た
。
市

は
今
後
繰
入
金
を
削
減
し
、
そ
の

分
を
使
用
料
で
ま
か
な
う
計
画

で
あ
る
。
今
回
使
用
料
を
値
上
げ

し
な
い
場
合
、
ど
の
程
度
の
繰
入

金
が
必
要
な
の
か
。

【
答
弁
】
使
用
料
値
上
げ
の
増
収

分
１
億
１
２
０
０
万
円
を
繰
入

予
定
額
に
上
積
み
し
た
額
が
必

要
と
な
る
。
（
繰
入
予
定
額
は
、

Ｈ
２１
～
２３
年
は
毎
年
約
３
億
３

千
万
円
）


